
 

令和８年度第４回旭川市GX懇談会 会議録 

日 時 令和８年１０月１９日（月）午後６時30分～午後７時 

場 所 旭川市総合庁舎７階 大会議室B（旭川市７条通９丁目） 

出席者 

参加者 

６人 

加藤氏 近藤氏 須田氏 寺島氏 三本氏 宮本氏 

（オブザーバー１人 山岸氏） 

外部 

関係者 
なし 

事務局 
３人 

経済部（安富GX担当課長、堺井、猪谷） 

会議の公開・ 

非公開の別 

議題１ 公開 

議題２ 非公開 

傍聴者 なし 

議 事 

１ 開会 

２ 説明 

議題１ 条例案に係るパブリックコメントの実施について 

議題２ 令和９年度事業について 

３ 意見交換等 

４ その他 

５ 閉会 

会議資料 
＜配付資料＞ 

・(仮称)旭川市再生可能エネルギー発電設備の設置等に関する条例



 

素案【概要版】 

・資料 1-2 (仮称)旭川市再生可能エネルギー発電設備の設置等に関

する条例素案及び考え方 

・資料２ 令和９年度 旭川市GX関係年間スケジュール（予定） 

・資料３ 「道北発GX地域共生シンポジウム㏌旭川」チラシ  

議事内容等 発言者 発言の要旨 

１ 開会 事務局  

２ 説明 事務局 （前回結論が保留となっていた条例への罰則設定について

説明） 

・罰則設定の件について専門家に相談した。 

・違反者への制裁として、条例で事業者名公表と罰則の両

方を定めることは法的に可能。 

・ただし、無罪推定の原則等により刑事罰が確定する前に

公表を行うことはできない。 

・刑事罰の確定には相当の期間を要するため、公表を迅速

に行うことはできない。 

・そこで、条例に罰則を設けず、公表により迅速に行うこ

とで、違法又は不当な事業の抑止を図ることとしたい。 

 

（資料 1-1、1-2 について説明） 

３ 意見交換等 進行役 

 

参加者 

 

 

事務局 

 

 

進行役 

 

 

説明について質問等はあるか。 

 

他都市での乱開発の現場も目にした。今後は、必要に応じ

て条例の改正を行っていただきたい。 

 

市内で違法又は不当な開発案件が多数生じ又はそのおそれ

がある場合等、状況に応じ、条例を適時、適切に見直す。 

 

違法、不当な事業者を抑制、排除したいという考えは一致

している。条例に基づき氏名公表、許可取消などを迅速に

行うとともに、法令に基づき市から管轄行政庁や警察に情



 

 

 

 

 

 

参加者 

 

進行役 

 

参加者 

報提供、通報していくものとした。条例案の「補償金・保

険」は、開発事業者にとり大変重いものと考える。事務局

から示された条例案でご理解いただけたということでよろ

しいいか。 

 

（異議なし） 

 

他にご意見等あるか。 

 

（特になし） 

４ その他 

 

進行役 

 

参加者 

 

進行役 

 

事務局 

参加者から何かあるか。 

 

（特になし） 

 

事務局から何かあるか。 

 

（資料３について説明） 

５ 閉会 事務局 次回は来年１月頃を予定している。 

 


